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数が 5 回以上で多く、ヨーグルトは 3 回以下で少
なかった。40歳代以上の主婦では牛乳は約３回で、
ヨーグルトの方が若干多かった。学生は牛乳もヨ
ーグルトも 2回程度で一番少なかった。 
3)アイスクリームの風味の好みの傾向 
 4項目の評価では、学生と主婦はパネル間に有意
差があった。学生は試料間にも有意差があり、子
どもは総合評価のみがパネル間に有意差が認めら
れた。アイスクリームの評価では風味が重要であ
り、甘味・乳脂肪の濃さなども影響する。総合評
価に与える要素は、学生は風味、甘さ・乳脂肪の
濃さの順であったが、子どもと主婦に比べて口当
たりの感覚が敏感で、間接的な影響が推測された。
風味の好ましさの順序は、学生はバニラが 50％以
上で高く、ストロベリー、コーヒー、抹茶、チョ
コレートの順で、主婦はバニラが 83％で最も多く、
ストロベリーと抹茶、チョコレートとコーヒーの
順、子どもはバニラとストロベリーが 63％で高く、
抹茶、チョコレート、コーヒーの順であった。 
Ⅳ. 考察 
これまでに、バニラ風味の感じ方は乳脂肪より
ホエータンパク質やシロップなどの方が強い、子
どもの食行動はブランドの影響を受ける、母親は
子どもが嫌いな風味を良く知っているなどが報告
されている。本調査でも、アイスクリームの風味
は個人の好みの影響が強く、甘味・乳脂肪などの
濃さや口当たりには製品の特性が間接的に影響し
ている。子どもが好むアイスクリームの風味の順
序には、親の好みと子どもが嫌いなものは買わな
いなどの購買行動が反映していると考えられた。 
Ⅴ. 結論 
アイスクリームを食べる回数は子どもが多く、次
いで学生、主婦の順であった。風味の好みはバニ
ラ、ストロベリーが好まれ、抹茶・コーヒー・チ
ョコレートは個人差が大きかった。子どもの風味
の好みは、親の好みが影響することも考えられた。 
